































































児教育内容調査委員会)を設置し､翌 1948(昭和 23)年には ｢保育要領一幼児教育の手
引き-｣を発行 し､幼児教育の方法､内容等について明らかにしたのである｡その後､1956
(昭和 31)年には ｢保育要領｣を改訂 し｢幼稚園教育要領｣とし､小学校教育と関連付け､







根拠法令 学校教育法 (1947年 3月公布) 児童福祉法 (1947年 12月公布)
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保育料 各国で決定される○保育料は- 保護者の収入 (前年度課税額)に応じて 10階層に
律○ わけ､月額が決定されるo
設置.運営の 学校教育法施行規則第 74-77条 児童福祉施設最低基準 (省令)
基準 幼稚園教育要領 (省令)(学校 法第 3粂) (児童福祉法第p45条)
入所 (園)の ･ 保護者が幼児教育 を受けさ ･ 市町村が政令で定める基準に従い､条例で定め
条件 .手続 せることを希望する場合 るところにより ｢保育に欠ける｣と認めた児童
･ 就園を希望す る保護者 と幼 につき入所を決定 (市町村が家庭の状況を調査)
稚園の契約 (自由契約制) ･ 保育に欠ける乳幼児をもつ保護者が保育所を選
択し､市町村に申し込む
入 (園)所 . ･ 学年の始 (4月)､学年の終 (3 ･ 保育に欠ける状況が発生したとき
過 (園)所の 月)が一般的 ･ 保育に欠ける状況が消滅したとき (年度途中､
時期 ･ 満 3歳の誕生日から入園できる就園を希望する保護者 と幼稚 設置者の契約による 随時入退所可)
保育 (教育) ･毎学年の教育週数は､特別の事 ･ 原則として 1日8時間○その地方における乳幼
時間 .日数 情のある場合を除き､39週を 児の保護者の労働時間､その他家庭状況などを
下ってはならない○(学校教育 考慮して保育所長が定める (児童福祉施設最低
法施行規則 75).幼稚園の 1日 基準 34)
の教育時間は､4時間を標準とすること○ただし､幼児の心身発達の程度や季節などに適切に配慮すること.( 稚園教育要領) ･ 延長保育､夜間保育も実施o春､夏休みなし○
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基準 教育要領による (学校教育法 ･3歳以上は幼稚園教育要領と同じく5領域を設
施行規則 76条)oすなわち､ 定､保育所保育の特徴として養護的内容を配慮○
幼児の発達の側面か ら ｢健 (3歳以上で6才 ｢基礎的事項｣として 5領域と
康Jr人間関係｣｢環境｣｢言 分離して示す)(1990年 4月)
菓｣｢表現｣かの 5領域が示されている○(1989年 4月)･同一年齢の幼児で学級編成をす るこ とを原則 とす る｡(幼稚園設置基準4) ･学級編成.-特に規定はない
教員.保育士の,資格 幼稚園教諭普通免許状専修 (大学院終了)､一種 卒)､二 短期大学卒 保育士資格証明書
職員① 職種② 保 育 士 園長､教頭､教諭､助教諭､養護 保育士 (1999.4.1現在)､嘱託医､調理員 (委託す1学級あたり幼児 35人以下 0歳児---3:1
な ど の 1.2歳児..6:_1
配 慮 基 3歳児---20:1
準 4.5歳児-30:1
な ら な 億､足洗用設備 満 2歳以上の幼児を入所させる保育所では､保育室
い 施 (幼稚園設置基準9条)放送聴取用設備､映写設備､水遊び場､幼児清浄用設備､給食施設､図書室､会議室■ 11条.) または遊戯室､`屋外遊技場､調理室､便所




その他 の補 私立幼稚園の経常経費に対する 特別保育事業の補助 (公 .私とも)(延長 .一時保育
助 都道府県助成に夷｢して国がT-定 など)-












































































と｡なお､令第 13条第4項及び児童福祉法施行規則 (昭和 23年厚生省令第 11号)に
規定する学則変更の承認に当たっても同様 とする｡



















保育実習 保育実習Ⅱ 実習 2
同様に単位数について下記の通 り規定されている｡
① 必修科 目 別表第-の教科目の欄に掲げる全教科 目から同表単位数欄に掲げる全単位数
② 選択必修科 目 別表第二に掲げる系列からあわせて 19単位以上 (うち保育実習 2単位
以上)
③ 教養科 目10単位以上 (うち外国語に関する演習 2単位以上､体育に関する講義及び実
技 それぞれ 1単位､これら以外の科目 6単位以上)
④ 上記以外の教科 目を設定することができる｡
履修方法については下記の通 りである｡
① 必修科目 別表第-の教科 目の欄に掲げる全教科 目から同表単位数欄に掲げる全単位数
② 選択必修科 目 別表第二に掲げる系列からあわせて 10単位以上(うち保育実習 2単位以
上)
③ 教養科目 8単位以上 (うち体育に関する講義及び実技 それぞれ 1単位)



















基礎技能 基礎技能 (演習) 4




















の園のいずれかの施設)で 10日間の実習を行 う｡保育実習Ⅱは保育所実習 10日間である｡
保育実習Ⅲは児童構成施設または知的障害児通園施設その他社会福祉関係諸法令の規程に



















































･ 特定の子どもと話 したり遊んだ りする【のではなくどの子どもにも公平に接 して欲 しい｡
･ 明るく元気にはつらつと実習 してもらいたい｡



























2年合同授業 (保育実習 Ⅰ (保育所)報告会)を皮切 りに､教育実習Ⅱ報告会 (7月)､教
育実習 Ⅰ報告会 (10月)､保育実習Ⅱ報告会 (10月)､保育実習 1 (施設)および保育実習
Ⅲ報告会 (12月)の計 5回行われる｡各報告会とも1.2年生の合同授業で行われ､は2
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